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「就学を控えての五才児の発達」
母と子の関わり方において
松　山　飲子
◎就学レデイネス（準備時期）
　五才児になりますと，いよいよ，小学校へのスタートラインにつく日も近
づいてまいります。親も子も，あと一歩で小学生といった期待に，胸を一杯
にふくらませて，さまざまな夢を抱いていられることでしょう。
　幼稚園，保育園の集団とは，また違った雰囲気をもつ学校生活へ，どのよ
うな準備をして，のぞめばよいのか，あれも，これもと考えてみても，まっ
たく，未知の世界に対して，何を，どのようにしたらよいのか，莫然としす
ぎてしまいます。
　そこで，五才児として，身につけておかなければならないことを取り上げ
てみたいと思います。
　△小学校生活に耐え得る能力
　小学生として，まず，授業に出席できるかどうか，一時間目に，こくご，
と，いわれても，こくごの，四十五分の授業時間に，机の前に座って，先生
のお話しを聞く事ができるかどうか，その辺のところから，準備を進めてい
かなければなりません。四十五分間，一つの事に集中する能力は，大体は，
普通の子どもであれば，先生のご指導によって，次第に，順応できるように
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なりますが，時々，ふらふらとして，自分の席を立ってしまう子どもがいて，
先生の手をわづらわす事になります。また，席を立たなくても，授業中に，
一つの教科に集中できるかどうかは，最初のうちは，仲々，大変なのだろう
と想像されます。
　しかし，その問題を，必要以上に神経質に考えないようにして下さい。た
だ’機会あるごとに，一つの遊びに，少くとも，30分位は，とりか・ってい
ることができるようにしておいてほしいものです。一つの遊びといっても，
遊びの準備から，片附けまで，一貫しての事ですから，正昧，遊びに費して
いる時間は，そんなに長くはない筈です。毎日の生活の中で，一つの事に集
中できる時間，少々つらくても，何とか頑張らなければという，この気持を
育てることが大切だと思われます。
　耐えるということは，小さな障害を，一つづつ，体験して，それを乗り越
えることによって，子どもは，一段一段，つらさを克服して，成長していき
ます。一度に，大きな問題や，障害が，子どもの前に立ちはだかっても，子
どもは，た・“，右往左往するだけで，どうして，その問題の解決のための糸
口をさがしたらよいのか，たぐ，混乱におとし入れられるだけだと思います。
　△集団生活，集団学習の意義
　学級，クラス，という集団は，学校生活の中で，常に，子ども達を中心にし
て活動を展開していく仲間，と，考えてよいでしょう。
　先き程，一つのことに集中できる力を，そして，一つの教科，例えば，こ
くごなら，こくごに集中できる力をつけることを，しきりに強調してきまし
たが，子どもが，一対一で，先生と勉強をするということではなしに，クラ
スの中の40人位の同年令の子ども達と一緒に，学級集団を作って，その中で，
学習活動が行なわれていきます。
　一人では，仲々，うまくいかない場合があったとしても，集団の中の一人
になると，集団心理が働いて，一人一人の子どもの力が，相互に影響しあっ
て，とても，素晴しい，大きな力になって，学習を行う事ができるのです。
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もちろん，勉強だけではなしに，学級活動の全てに亘って，子どもの個性と
個性とが，いい意昧で，ぶつかり合い乍，お互の力を伸し合うことができま
す。例えば，お話しの中に出てくる人物について，ある子どもは，お父さん
的性格を，その人の中でとらえ，別の子どもは，おじさん的な役割を果して
いると考え，その他，クラスの子ども達同志の中で，いったい，この男の人
は，だれだろう，どんな役割をとっている人なのか，皆で考え，討論する方
向へと，問題が提起されて，考える方向づけが，でき上っていきます。この
ようにして，学級集団をみていきますと，一人一人の子どもの能力から，予
測もつかなかった事でも，学級の子どもの総合的な能力によって，個人では，
到底，考えられなかったような問題解決が生まれてくることを，全ての教科
学習，学級生活の中で，操り広げられることを，理解することが先決だと思
います。
　“家の子がヲと，いった意識が，どこの家庭の親にもみられることと，い
えるでしょうが，この家の子が，一人一人集って，集団が作られていきます。
学級集団のもつ意味を，もう一度，よく考えてみて，子どもの能力の一つ一
っが，皆の力で，互に，補い合いながら，まったく新しいエネルギーを生み
出していく事を考えてみたら，こんなに素晴しい事はないでしょう。
　△学習意欲を起させるには
　学級集団の中で，それぞれの子どもが，自分の能力を出し合い乍，一つの
学級を作っていく中で，子どもの自主性とか，主体性は，一体全体どうなっ
ているのだろうかと，疑問を投げかける方もあるでしょう。親の意識の中で
は，やはり，自分の子どもが，集団の中に，まざり合ってしまって，一人の
子どもの個性が，消されてしまったのでは，大変といった考えが，もしも，
あるとすれば，これは又，大変な問題になりますが，集団の中で，一人一人
の子どもの能力は，十分，光り輝いています。その光りの結集された中で，
互に，学習意欲を高めていきますから，お互の個性を尊重し合っています。
　しかし，学級集団の力関係の中で，や・もすると，一人だけ仲間はずれに
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なって，いわゆる集団不適応を起す場合も，まれにはでてまいります。ある
いは，落ちこぼれという言葉にあてはまるような子どもも，ないわけではあ
りませんが，その問題については，あとにゆずることにいたしましょう。
◎行動範囲の拡大
　年長クラスになると，子どもの交遊関係も広がって，かなり遠くの友達の
家や，空地などへ出かけていくようになります。日が長くなるにつれて，つ
いつい遊びに熱中して，夜遅くまで，外遊びをするようになってきます。
　最近，子どもの遊び場も狭くなって，思うように，自由にのびのびと遊べ
る場所が，以前に較べたら，ずっと少くはなっていますが，子ども達は，そ
れでも，いろいろな場所を探し出して，様々な遊びを展開していきます。そ
こが，また，子どもの子どもたる姿でもありましょう。
　△安全教育，危険から子どもを守る
　子どもの遊び場は，安全な場所ばかりではありません。つい狭い道路，車
の往来の激しい道で，子ども達は，遊びに身が入り過ぎると，危険という事
をつい忘れ勝ちになります。思いがけない事故が，子どもの身の上にふり
か・らないともいえませんので，安全教育には，十分身を入れて教育をした
いものだと考えます。ことに，自転車乗りも，五才児にもなりますと，かな
り大担に乗りこなすようになりますから，坂道を，気持よく降りてきて，自
動車と接触する場合が，よくみられますが，これなども，車のスピードがな
くても，ぶつかった衝激によって，傷を負う結果になりますから，必要以上
におどかさないまでも，適切な指導を怠らないように親も心がけたいもので
す・信号機の見方も，五才になりますと，よく理解できて，そのために，や
や過信することも考えられますので，決して油断してはならない事を躾けま
しよう。
　運動能力が発達するに従って，子ども達の動きの中にも，器用さが加って
まいります。
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　野球遊び，水泳，水遊びなど，親の目のと・“かない所で，意外な程活発に
子ども達が遊び始めるのも，五才くらいからでしょう。器用に一つづつ，
遊びを体験しながら，自分のものにしていく段階では，時には，骨折をした
り，頭を打ったりしながら，はらはらしながらも，子ども達は，身のこなし
も柔らかに，上手に問題を解決して，次から次へと新しい危険に立ち向い乍，
冒険的意欲に満して遊んでいきます。
　△遊びの中から社会性を身につける
　遊びの中から，子どもは，友達とけんかをして，傷つけられたり，傷つい
たりしながら，自分自身の自我との闘を通して，他人の心のうちを少しづっ
理解するようになります。自分も，いじめられたくない，仲間はづれにされ
たくないと思い，また，友達も同じように仲間はづれにされたくない筈だと，
他人とぶつかり合い乍，子どもは肌で，友達の心の中を理解するようになり
ます。激しい運動の中で，疲れ果てて，持久力を養い，少々の困難に出会っ
ても，それを切り抜けることのできる力を身につけていきます。一つの傷を
つくるたびに，子どもの心は，強くたくましく成長していくことができるの
です。一つの遊びに，どの程度集中できるか，どの位耐える力をもっている
か，これで，子どもは試されていくのです。泥まみれになりながら，汚れた
シャツで，汗を拭いながら，ある時は，泣きべそをかきながら，子どもの心
は，一歩一歩成長していきます。
　△友達同志の秘密を大切にする頃
　仲良しの友達と，冒険をしたり，いたづらをした経験を子ども達は，子ど
も同志の大切な秘密として，親に告げたい気持を押えて，しばらくの間は，
大事に温めていることが多くなります。こうなりますと，過保護で，親に大
事に守り育てられてばかりいた頃の子どもとは違って，立派に，子どもなが
ら独立しようという気持が働いてきます。今まで，親に一から十まで，大切
に保護されていた自分から逃れて，親の見ていない所で，友達同志の仲間の
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約束ができて，親には内緒ξいったスリルを子どもは体験し，親から自立を
少しづつ試み始めるのも五才の頃からでしょう。しかし，まだ，完全に自立
するには程遠いわけですから，少々，バランスの崩れた自立心という事がで
きるで’しょう。
　△いじめる子に対する罰
　子どもの遊びが，外へ外へと向けられて，親の目から次第に遠ざかってい
くにつれて，子ども同志の力関係にも，その子どもの能力によって，多少差
がみられるようになります。いつも，リーダー格として，集団の中で指揮権
を握っていたい子ども，他の子どもに較べて，体格も，体力も，一際優れて
いる子ども，逆に，小粒でぴりっとした子ども，その子の個性によって様
様な力関係が，そこにはくりひろげられていきます。時には，力があまり過
ぎて，いわゆるいじめっ子といわれる程の子どもが飛び出してきますが，
弱虫な子どもも，またみられるわけです。力強い子どもばかりが集りますと，
力関係の均衡が破れて，激しい闘争になったりすることがありますが，強い
子は，つい，いじめっ子という悪評を買う結果になりますが，いじめっ子の
正体は，決して悪い子ではないと思います。つい力が余ってという事もある
でしようし，また，人の関心を買いたいために，自分が，人から認められた
いために，“Oわるをしてしまうという場合もあるでしょう。世の中は決し
て甘くはみてくれませんから，この，いじわるに対して，発見され・ば，罰
が加えられます。これも，程度の間題でして，五才児にふさわしい罰であっ
てほしいものです。どんな理由があるにせよ，子どもの心を傷つけるような
罰ではなくて，その子どもが，自分は人の心を身体を傷つけてしまって
悪かったと，悔いることのできるような罰の与え方であってほしいと思いま
す。これは，仲々難しいことですが，お互に傷つかないようにしたいも
のです。
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◎自然観察
　五才児は知的な発達の面でも著しい成長を遂げますから，一応，幼児期の
最終段階として，いろいろな意味から，赤ちゃん時代を経過して，卒業に向
う時期と考えることもできます。いわゆる「これなに」の時代より，はるか
に進んで，じっと，一人で，細々と，あらゆるものに対して観察力が旺盛に
なる時代ともみることができます。例えば「ちょうちよとはえ」の違いを
子どもに質問しますと，「ちょうには，蜜線がありますが，はえにはありま
せん」。とか，また，飛行機についてたづねた場合，「飛行機は，外国などへ行
く時にお客さんを乗せていきます。また，鳥とは違つて，羽をまっすぐ横に伸し
て飛びます♪と，云う答が返ってきます。さらに，新聞を読んでいる男の人
達の絵をみせると，「これは，人間が新聞を読んでいます」。と，抽象的な概
念で，ものをとらえて説明しようと努力している姿にふれることができます。
子ども達の子どもらしい観察力に頭が下ります。
　ムアニミズム（汎心論）
　この頃，子どもの思考力，認識の特色として，いわゆる，アニミズムとい
う考え方があります。これは，物には全てに心が宿っているという考え方で，
日本語では，汎心論と呼ばれています。例えば，机をた・くと，「机が痛く
て可愛想♪また，おもちゃを投げると，おもちゃが痛くて泣いてるよ。と，
いった受け取り方ですが，このアニミズムも，五才頃になりますと，自然に，
物には心は宿っていない，心を持っているのは人間だけだという事に，少し
づつ気がつき始めます。いつまでも，子どもっぽい思考形態ではなく，子ど
もは，子どもなりに，具体的に，物事をとらえることができるようになって
いきます・夢と現実は，はっきり区別できなかった子ども達の思考力の中に，
実際に存在する物と，架空の物との区別が，できるようになってきているの
です・また・一方で子どもはこの世の中に存在する物の，ほとんど全部
を，人間の手によって作り出していると考える特徴をもっています。この点
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に関しましても，人間は，自然の山や川，海，地球を作ることはできなかっ
たということを知るようになります。人工的に造り出すことのできる物の限
界を子どもながらに理解することができるようになるのも，この年令段階と
いえるでしょう。
　このような，自然観察的な能力は，たデ，そのま・，子どもの成熟にのみ
ゆだねて，じっと温存させていても，著しい成長は望めないでしょう。何故
ならば，子ども達のおかれている環境とか地域差によって，また，個人差に
よっても，その違いが，かなり，はっきりと示されていることからも，推測
することができます。子どもの育つ環境の中で，相互作用を営みながら，一
つの事物に対する性質の理解とか，あるいは，そのもののもつ類似性とか，
差異について，子どもの興昧と関心を常に引き出すように心がけたいもので
す。
◎着脱衣のしつけの完成
　子どもの生活習慣の完成は，五才児を一応の目安として，その完成時とし
て，とらえる方が，一般的だと思います。四才児でも，この間題を取り上げ
て考えてみましたが，正常に生育している子どもの場合には，手先きの器用
さの面からみましても，こまかいボタンの扱いなどで，小さい穴に，ボタン
をはめたり，背明きの洋服のボタン掛も，大分，上手にできるようになって
きます。
　△できるだけ自分でさせましょう
　子どもは，手をかけられていれば，いつもそれが当然といった考えに落し
入れられてしまいます。自分で手をかけて，できないながらも，慣れていけ
ば，指先きの発達も，一層細やかに発達していきます。ある一人の男の子は，
五才になっても，食事を一人で食べる事ができませんでした。園でお弁当を
前にして，たデ，黙って座っているだけでした。この子は家で，手をかけら
れて育ったために，自分の手を使って，食事をする習慣が身についていなか
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ったのです。手の機能の発達が遅れているわけではなかったのですが，五才
になるまで，使わないで過してしまったために，使えなくなっていたのです。
しかし，その後，幼稚園の集団生活の中で，その子どもは知らず知らずのう
ちに手を使う習慣を身につけさせられていましたから，三ヶ月程するうちに，
お箸を使う事は，まだできませんが，フォークを使って，こぼしながらも，
かなり上手に食べられるようになっていまきた。このようにして，折角使え
るものを使わないでいると，一時的に退化してしまいますし，早いうちに気
がついて訓練をすれば，取り戻すことができるわけです。
　△手早く身仕度できるように
　器用さの発達が順調に進んできたころ，少しづつ，早く着替えができるよ
うに練習したいと思います。一度に，何もかも仕上げたいと考えると無理が
生じてきますが，日常生活の中で，少しづつ，しかし，毎日，着替えの度に，
次の予定に間に合うように準備する習慣がつきますと，子ども心にも，昨日
よりも今日，今日よりも明日の方が，少しでも，早くできるようにと，がん
ばることができるでしょう。一にも，二にも，繰り返し練習することによっ
て，単調なしつけは，思いがけない位大きな成果をあげることができます。
脱いだ洋服のしまつも，同時にしつけたいものです。
　た・み方の指導は，くちゃくちゃに丸めてた・むのではなく，縫目を持っ
て，きちんと折目をみながら，た・む習慣をつけますと，いつでも，しわの
ない，きちんとした洋服を着ることができます。よく，脱いだら脱ぎっぱな
しということがありますが，自分の身につけていたものは，きちんと仕末を
するようにして，整理整とんをしつけましょう。
◎家庭生活への参加（手伝い）
　家族の一員としての自覚をもつことは，子どもにとって，大切な生活習慣
の基本になるものだと思います。五才児になれば，かなり積極的に家庭の中
での自分の位置づけとか，役割を理解するようになってくるころです。
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　日常のきまった家事の中で，五才児としての分担可能な仕事として，どんな
種類のものがあげられるかを考えてみますと，毎日毎日，繰り返し統けてで
きるものとして，いくつかあげることができます。
　まず，第一に，朝夕の新聞の受け取りを，子どもの仕事の一つとして考え
ることができると思います。極く簡単な仕事のように思えますが，一日も欠
さずに続けるという事は，並大低の事ではありません。よく，童白坊主とい
う事がいわれますが，三日続けることも大変な事です。最初から，欲ばりす
ぎないで，一日毎に目標を立て・，朝夕の新聞を，ドアの郵便受けや，玄関
の外に配達されたものを，汚れないように，あるいは，雨の日にはぬれない
ように，部屋の中の決められた場所に置くことができた時には，それを十分
に認めて，賞めてやることが大切です。できれば，カレンダーの脇などに，
○×△のようにして，一日の成果を記録してやりますと，子どもにとっても
励みになりますし，ともすれば，くぢけそうになる気持を，ふるい起してく
れます。単純な仕事のように思えて，実は，一つの事を継続させるというこ
とが，どんなに苦しみの多い事なのか，また，やり遂げることができた時に
は，その喜びと満足感を存分に味うことができることも，子どもは体験的に
知ることができるのです。
　つまり，家事への参加によって，五才児として，断片的にではない，自分
一人に課せられた任務を遂行しようと，ひたむきな努力を積み重ねることは，
四才児までには，みることのできない，一応，幼児期の完成年令としての，
一つの貫録を，子どもなりに，体得してまいります。
　・その他の手伝い
　ごく，一般的な家事として，食事の準備，あるいは，後片附けの一部を責
任分担として与えるのも，手頃な仕事といえるでしょう。食卓に，食器を並
べる手伝いなどは，左右の理解を完成させる時期としても，∴右土、為の上手
な躾の方法とも考えることができます。
　お茶碗は左側に，お箸を持つ手は右の手に，お箸を並べる時にも，持つ方
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を右側にして，食べる方を左側に置くといった，生きた経験学習ができる，
一つの良い例だと考えられます。五才になっても，左右があいまいで，右の
手，左の耳，右の目といって，指示してもらうように，子どもに問いかけて
も，最初が間違ってしまいますと，全部，逆になってしまいます。あまり，
意識的に，お箸を持つ手はなどといわなくても，朝晩の食事の手伝いを通し
て理解します。
◎量，数の保存
　物の数とか，数について，五才児になればどの位の知識と，理解力ができ
あがっていなくてはならないのか，お母さんにとやては，大変関心をお持ち
の問題かと思われます。
　まず，小学校入学までに，どの位の数を理解している必要があるのか，最
近の子どもは数唱能力といって，数を一から百位まで，空んじている場合も
みられますが，たデ，機械的に数を唱えられるから，数の理解とか保存が，
それだけ進んでいるとはい・きれません。何故かといいますと，数の保存が
完全にできたか否かは，前の年令段階の折にも述べておきましたが，一とい
う数と，一つの物との対応がきちんと理解できた時に，はじめて数の保存が
可能になった事を意昧しますし，物の量にしましても，良く，例えとして，
鉄一貫目（3，75kg〉と綿一貫目（3，75kg〉と，どちらが重いといったような事が
いわれますが，とっさに問われた場合には大人でも，つい，鉄などと答えて，
得々としている事がありますが，子どもには，この種の錯覚が，大人以上に
多いわけです。見た目に多くみえるもの，比重の大きいものは，見ただけで，
重く見えたりといった，直観的なとらえ方をしがちです。
　・十二の数の理解
　五才児にとって，十二という数は，時計の針と，テレビのチャンネルの数
という事で生活に根ざした，記憶しやすい，見なれた数と云えましょう。三
チャンネルは，何テレビであるか，三時は，何の時間であるか，しっかり対
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応がついているわけですから，十二までの数の概念，数の保存ができている
ということができます。
一ダースという単位も，昔一ダースなら安くなるという映画がありましたが，
十二という数は，一つのまとまりとして分りやすい数ということがいえるわ
けです。鉛筆一ダースが十二本入っていることや，クレヨンの十二色といっ
た，身近な文房具の中で，理解力は，ごく自然な形で進んでいきます。特に，
教えなくても，子どもは，まったく無意識のうちに自分の数として理解し，
肌で，感じとっていきます。十二の一つのまとまりを集合と考えて，十二の
集合が，あっちにも，こっちにも存在していることを子どもは知るようにな
ります。従来は，12の数は，西欧で多く用いられていましたから，日本人の
生活習慣の中では，あまりピンとこない面も多少ありました。日本式では，
三，五，七，十といった具合に，一つのまとまり，集合としては，十，とい
う数の単位が，多く使われていました。しかし，この十という数も，子ども
の手の指の数，全部で十本といったことから，五本＋五本で十本という，五
のかたまりが二つで十本といった数の概念，考え方と一致します。十の一か
たまりよりも，十二の一かたまりが現代の子どもたちの生活の中に，深く根
ざしていることを考えた時に，十よりも，二つ多い十二までの理解ができる
方が望ましいでしょう。7十5－12，8十4－12と，いった数の計算とか理
解ができるようになります。例えば，椅子が7つあって，そこに，十二人の
子どもが，入ってきて，全部の子どもに椅子を与えたい時に，椅子は何こ必
要かと，いった場面にぶつかった時，12－7－5，といった数の可逆性も理
解できるようになります。数の可逆性というのは，有名なピアジェ（Piaget）
と呼ばれる，フランスの児童心理学者によっていわれることばですが，数を
たしたり（十〉，ひいたり（一）できることで，数の合成や，分解が自由にでき
るようになることです。子どもが数を理解したという事は，自由に数を操作
できるようになった時，初めて，数の概念が形成されたというようにみてお
ります。
　このように考えていきますと，数の理解が可能になるのは，どの位までか
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といいますと，五才児では，おおよそ，十までの数が，自由に使いこなせる
ようになれば，一つの目やすとして望ましいことでしょうが，これは，小学
校一年生の一学期が，丁度，この程度の学習をしているということから，興
味をもって生活の中で，いきた形での数の理解が可能であれば，一つの目安
として，体験的に理解させる事は望ましいこと・いえましょう。
　たぐ，子どもが五才になったら，これだけは理解していなければならない
とばかりに，あたかも，算数のお勉強といった形式で，子どもに，5＋5－
10，3十7－10etc，と，お母さんが，機械的に，計算練習をさせたりするこ
とは，決して，理想的な学習方法とはいえません。
　△量に対する理解（どっちが多いか）
　底辺の大きい，いわゆる底の深い容器に入れられたジュースと，底の浅い，
細長い容器に入られたジュースと，どちらが多く見えるか，高さによって，
子どもも量の魔術にかかってしまいますが，五才位になると，そのからくり
がわかってきます。どちらが沢山あるか。
（粘土）
（例）
　　　　　どちらが多く入っているか　　　　　　　どちらが沢山あるか
　上のような場合に，高さは低くても，底の大きいものの方が，量は多いこ
とに気がつくようになってきます。また，二つのコップから移しかえてみま
すと，どっちの方が多くて，どちらが少いのか，量の可逆性も理解できるよ
うになります。このような実験を繰り返すことによって，しだいに量の概念
の理解が可能になり，ごまかしがきかなくなってくるでしょう。おやつに出
された飲物を，少しの量のくるいもなく，例えコップの形が異なっていても，
すぐに目ざとく量の多い方を選択するようになります。粘土の量についても，
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細くて長い量のものと，太くて短い量のものと，つい，長い方が多いように
思いがちですが，ずんぐりしていても，巾の広い物が量の多い事を理解する
ようになります。
◎書きことば，文字への関心
　話しことばは，かなり巧みに，自由自在に使いこなせるようになってきた
五才児にとって，次に興昧を抱く，書くという表現を通して，文字への関心
は，ひときわ目立ってくる頃だと考えられます。
　一応の目安としては，小学校入学前のこの時期に，どの程度の準備を進め
ておいたらよいのかが，お母さんにとっても気にか・ることの一つでしょう。
　△五十音の書きことば
　五才零ヶ月から五才半頃までに，五十音，あいうえお，と濁音，がぎぐげ
ご等の読みと，書きことばが理解できるようになると望ましいことだと思い
ます。もっとも，この時期にも，まだまだ，幼児語や，鏡文字（裏返し文字）
などはみられるわけですが，少しづつ正しい発音，正しい書きことばに慣れ
ていくことが，入学前の準備としても，子どもにとって必要なこと・考えら
れます。いわゆる赤ちゃんことばは，小学校低学年まで続くこともあります
が，周囲が正しい発音をして模範を示してあげることによって，少しづつ正
しい発音を使いこなすことができるようになります。鏡文字：については，も
しも，まだ，残っている場合には，できるだけ早く，正しい筆順に直してあ
げたいと思います。小学校のこくごの授業時間に，先生の黒板の板書をみて，
自分の書いた文字と先生の文字が同じ向きになって，重なり合うことが
できれば良いわけですから，「あ」の字を，十箇位，続けて書いてみるとか
して，同じことを繰り返し繰り返し，ドリル的に学習してみてほしいもので
す・丁度，興味のある時期ですから，厳しく叱ったりしないで，楽しく上
手に興味をひき出してあげて下さい。
　また，書きことばと読みの異なる文字がありますが，その使い分けも
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この頃になると，できるようになってきます。例えば「犬は，大好きです」
といった場合に，犬は，と，書いて「犬わ」と読みますが，この，は，と，
わの使い分けができるようになります。「家ぺ帰ります」家え，と読み分け
ていきます。しかし，一方では，一字読みをした時に，い，ぬ，は，と，一
文字，一文字ごとに読んでいきますと，いぬお，とは読まないで，いぬほ，
と，読んでしまうことが多いのですが，これなどは，話しことばとして用い
る時と，文字書きことばとして使う場合とでは，同じ文字でも，まったく異
質のものに思えてくるわけです。これらを，一つの同質のものとして理解で
きるようにしていくのが，五才児の時期として，要求される大切なポイント
だと思います。
　△特殊な発音のことば
　日本語の中でも，五十音をそのま・発音するだけではなく，長く延ばす発
音とか，あるいは，つまった発音をする場合があります。例えば，ぎようほ
（今日）と，いった時に，一字一字，き，よ，う，は，と，読むのと，続け
て，きょうは，と読むのでは，発音がかなり違ってきます。このような特別
な音に対しても，五才の後半になりますと，使い分けができるようになりま
す。金魚等も，上手に発音できるようになって，不自然さが取り除かれます。
また，長く延ばす発音としては，とうふ，などがありますが，おとうふ，と
発音する場合に，う，の発音は，と，の母音を，そのま・延長して，う，そ
のものは，あってなきがごとしの感じになりますが，書きことば通りには，
仲々いかないところに，発音の妙味もあるわけです。幼児期から，子ども達
に，正しい発音を使いこなすことができるように指導していきたいものです。
最近，日本語の乱れということが，しばしば取沙汰されますが，発音を省略
して，新造語を勝手に作ってしまうことがあるように思われます。子どもの
場合には，言語発達の途上にあるところから，十分にことばを理解していな
いための省略や，あるいは，間違った発音をすることがあります。このよう
な時には，その場でやさしく正しいことばを教えてあげてほしいと思い
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ます。
　次に，方言の問題がありますが，同じ日本語であっても，地域によって，
あたかも，外国語のように聞き分けにくい方言も沢山あります。子どもも，
当然，大人のことばをまねして，新しいことばを憶えていくわけですから，
その地方によっての，独特の発音を習得していくわけです。方言は，方言と
して，その地方の文化を代表するものとして，大切に育て・ほしいものです
が，それと標準語に対する知識と，理解を子ども達に与えてほしいと思いま
す。ことに就学直前になりますと，学校教育の中では，原則として，標準語
を用いていますので，テレビなどを上手に利用して，標準語の練習をするこ
とも大切な事だと考えられます。
　△文章の理解と漢字の習得
　長文の文章を理解し，話したり少しづつ拾い読みを始める，文字が判
っていても，文章を続けて読むということは，仲々難しいことで，とつとつ
と，一字一字拾っていく場合が多くみられます。しかし，拾い読みができる
と，二回目から少しテンポも早くなって，意味の通るように読解すること
ができます。その文章の中に，ひらがなばかりではなく，漢字が入っている
こともあります。山，川，大，小，田，口，中，等々，象形文字は，子ども
にとって，文字というよりも，絵のような，そんな雰囲気を与えてくれます
から，とても楽しく学習することができるのです。小学校入学までに，十箇
位の漢字にも，目を触れる機会を与えてあげるのもよいでしょう。外出の折
に，外でみかける看板とか，貼紙などに，大きく書かれた文字をみて，自分
が前に見た事のある，懐しい文字に出会うと，子どもは喜々として，声
を出して読み始めます。それが，子どもにとって，一つの大切な学習の機
会になるわけです。特に漢字の指導をするということではなく，目に触れる
刺激を利用して，そこから興味をひき起して，毎日，少しづつ記億学習をし
ていきます。小学校一年生の一学期に出会う漢字は何となく見た事のある文
字として，入学後に先生から正しい指導をしていただくとよいでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　一132一
時々，お母さん方のご相談の中に，入学前に，いろいろ勉強をさせてしまう
と，入学後に，学校での学習に興味を失ってしまうのではないかと，いうこ
とがありますが，最近の学校生活の中で，ゆとりのある教育という事が，い
われていながらも，子ども達が学習しなければならない内容は山積していま
す。学校の授業時間の中では消化しきれない部分が多いわけですから，家庭
学習の中で，十分，機会を与えてほしいと思います。学習しなければならな
い事は沢山ありますから，次から次へと，新たな興味を抱いていくことでし
ょう。むしろ，入学前から毎日毎日少しづつ繰り返し学習する，漢字の
書取りの習慣などは，小さいうちに，習慣づけておく方が子どもの漢字への
興味を促すばかりか，昨今の日本人の漢字のあいまいさを補って余りある，
漢字に強い人間が育成されると思います。新しい国語を使うという事は，正
しく，日本語の文字を理解し，文章表現，文意の理解に慣れさせることが大
切です。
　△全教科の基礎は国語力から
　算数にしても，理科にしても，各教科を理解する基盤として，まず，国語
の力が必要になります。問題を理解するためにも，読解力がなければ，問題
の意昧を理解することができないばかりか，非常に恐怖心をひき起してしま
い，かなりの知的発達がある場合でも，いわゆる学業不振を招くことになり
ます。知的能力があるにもか・わらず，学習意欲を失ってしまい，次から次
へと困難にぶっかって，まったく意欲をなくしてしまうこともあります。五
才児にとっては，まだまだ遠い遠い，先の話しのようにも思われますが，決
して遠い先の事ではなくて，一つ一つ，小さな積み重ねが，学習を楽しいも
のにしたり，あるいは，つらい嫌いなものになったりします。自信をもって，
各教科に臨むためにも，読み，書き，から始まる国語の力を貯えるためにも，
文字に対する知識と，能力を高めるように，いろいろな本を読んだり，読ん
だ本の内容を，まとめて話したりすることができるように，お母さんからも，
語しかけてあげてほしいと思います。例えば「三匹の小豚」の絵本を読んで，
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どの豚が，どんな家を建てたのか，その家は，どれが一番結果としては良か
ったのか，そして，どんな努力をして，その家を建てたのか，問題点を，一
つ一つ取りあげながら，子どもの力で，理解できるように，何度も，読み返
しては話し合いましょう。
◎集中力，持久力
　幼児期を卒業して，いよいよ，学童期を迎えようとしている子どもにとっ
て，最終的に要求されることは，幼児期の特徴として，全てについて，一過
性，あるいは，暴発的といった，その時々の感情のおもむくままに，好き勝
手な，気ままな行動を見せていた子どもが，少しづつ，集中力を養い，一つ
の遊び，一つの集団活動に，ある一定時間耐え得る能力を身につけなければ
なりません。就学の準備の所でも述べましたように，小学生に成ると，必然
的に，決められたカリキュラムの中で，クラスの友達，または，学校全体の
生徒達と一緒に，学校行事に参加しなければならなくなります。単独で，自
由な行動のとれる時代は，もう終りを告げようとしています。そのような環
境におかれた子どもたちは，一にも，二にも，耐えることを知らなければな
りませんし，人間の成熟は，まことに，規則的に上手に段階を経て成長して
いきます。幼稚園や保育園，あるいは家庭の中では，勝手気ま・に振舞って
いた子どもたちが，親の心配をよそに，温和しく，教室の中で椅子に座って
いる姿を目のあたりにしますのも，そう遠い日ではない筈です。
　△集中力の限界を考えて
　親の目から見た時に，子どもは，いつも，落ちつきのない，集中力に欠け
る，ふらふらした性格と考えられ勝ちですが，何故，親の評価は，かくも厳
しいものなのかを，考えてみますと，子どもも，大人と同じような集中力を，
持続できると考えている面が，多分にあります。例えば，小学生になるのだ
から，一時間でも，二時間でも机に向っていられるかといえば，勿論，そん
なに長時間に亘って座っていられるものではありません。せいぜい三十分位
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の事でしょう。次第に，集中できる時間も増えて，少しづつ，集中時間の記
録を更新しながら，何時間でも，集中できる力を養っていきます。何事によ
らず，物事には，限度とか，限界というものがあります。それを乗り越えて，い
きなり高い目標に向って進んでも，初期の目標を達成できないばかりか，益々
注意力散慢な行動が目立つようになります。
　学級集団の中で，集団のエネルギーを上手に燃焼させて，一人の個人的能
力では，倒低果すことのできない程，大きな集団力学によって，学級の友達
と，一緒に，一つの立派な成果を達成させる能力も，一人一人の子どもの心
の中で，一段一段，階段を登るような着実さを持って形成されていきます。
一人の子どもが持っている個性が，四十位，ぶつかり合いなざら，お互の長
所，短所，，あちらこちらで，のぞかせながら，川上から，岩がくづれ落ち
て，川下に到着する頃には，どの石も，どの石も，すっかり角が取れて，型
良く，一つ一つの美しさを，そのみがかれた石の中に見出すように成長して
光り輝いていきます。　　　　　　　　　　以上
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